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本
法
は
、
被
収
容
者
の
権
利
義
務
関
係
・
職
員
の
権
限
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
、
受
刑
者
処
遇
の
原
則
や
そ
の
内
容
規
定
が
不
十
分
で
あ

る
こ
と
、
い
わ
ゆ
る
代
用
監
獄
に
関
す
る
定
め
に
不
足
が
あ
る
こ
と
、
大
量
の
訓
令
通
達
等
で
法
律
の
内
容
を
補
完
す
る
分
か
り
に
く
い

シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
、
条
文
が
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
文
語
体
で
あ
り
、
読
み
づ
ら
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
等
の
課
題
を
抱
え
て
い
た
。

監
獄
法
改
正
の
実
質
的
な
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
二

0
0
一
年
十
二
月
か
ら
二
0
0
二
年
五
月
ま
で
の
間
に
名
古
屋
刑
務
所
で
起
き
た
、

受
刑
者
へ
の
一
連
の
傷
害

・
致
死
事
件
で
あ
る
。
事
件
を
き
っ
か
け
に
不
透
明
な
行
刑
を
見
直
す
動
き
が
高
ま
り
、

二
0
0
三

五
）
年
五
月
、
「
国
民
に
理
解
さ
れ
、
支
え
ら
れ
る
刑
務
所
」
を
つ
く
る
た
め
の
基
本
方
針
を
定
め
る
べ
く
行
刑
改
革
会
議
が
設
け
ら
れ
た
。

行
刑
改
革
会
議
に
お
い
て
、
受
刑
者
の
改
善
更
生
及
び
円
滑
な
社
会
復
帰
を
図
る
た
め
の
受
刑
者
処
遇
の
在
り
方
な
ど
が
提
言
さ
れ
た
結

果
、
ま
ず
受
刑
者
の
処
遇
を
中
心
と
し
た
監
獄
法
改
正
の
動
き
が
す
す
み
、
二

0
0
五

（平
成
十
七
）
年
五
月
、
第
ニ
ハ
ニ
回
通
常
国
会

に
お
い
て
「
刑
事
施
設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
「
受
刑
者
処
遇
法
」
と
い
う
）
が
成
立
し
た
。
受
刑
者
処
遇
法
に

よ
り
受
刑
者
の
人
権
規
定
が
は
じ
め
て
明
文
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
本
法
は
翌
二

0
0
六
（
平
成
十
八
）
年
五
月
二
十
四
日
に
施

行
さ
れ
た
。

旧
来
、
在
檻
者
の
処
遇
に
つ
い
て
は

ー

監
獄
法
改
正
の
経
緯

一
方
で
、
未
決
被
拘
禁
者
や
死
刑
確
定
者
な
ど
、
受
刑
者
以
外
で
自
由
を
奪
わ
れ
た
者
の
権
利
義
務
関
係
と
そ
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、

旧
監
獄
法
が
改
正
さ
れ
た
「
刑
事
施
設
二
於
ケ
ル
刑
事
被
告
人
ノ
収
容
等
二
関
ス

ル
法
律
」
が
定
め
る
の
み
で
あ
り
、
受
刑
者
処
遇
と
の

間
に
不
合
理
な
法
律
上
の
差
異
が
の
こ
さ
れ
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
「
未
決
被
拘
禁
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
が

設
け
ら
れ
、
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、

二
0
0
六
（
平
成
十
八
）
年
六
月
二
日
、
第

一
六
四
回
通
常
国
会
に
お
い
て
「
刑
事
施

一
九
0
八

（平
成
十

（明
治
四

一）

年
に
制
定
さ
れ
た
「
監
獄
法
」

（法
律
第
二
八
号
）
が
定
め
て
い
た
。
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II

新
法
の
特
徴
[
主
な
改
正
点

設
及
び
受
刑
者
の
処
遇
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、

二
0
0
七

（
平
成
十
九
）
年
六
月
一
日
よ
り
施
行
さ

れ
た
。

受
刑
者
処
遇
法
は
そ
の
後
、
留
置
施
設
•
海
上
保
安
留
置
施
設
の
設
置
根
拠
を
初
め
て
定
め
た
「
刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者

等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
号
、
以
下
「
新
法
」
と
い
う
）
」
に
改
め
ら
れ
、
受
刑
者
と
そ
の
他
の
被
収
容
者
等

の
処
遇
が
全
て
新
法
で
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

。

新
法
で
は
留
置
施
設
•
海
上
保
安
留
置
施
設
に
つ
い
て
も
そ
の
設
置
根
拠
を
明
記

し
、
代
替
収
容
に
関
す
る
定
め
を
置
き
、
留
置
施
設
視
察
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
被
留
置
者
の
処
遇
に
関
す
る
規
定
を
整

備
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
実
に
99
年
ぶ
り
に
監
獄
法
の
全
面
的
な
改
正
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

一
連
の
法
改
正
の
結
果
、
国
に
よ
っ
て
自
由
を
奪
わ
れ
た
者
の
権
利
義
務
関
係
が
確
定
し
、
そ
の
尊
重
が
叫
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

日
本
に
お
け
る
自
由
を
奪
わ
れ
た
者
の
処
遇
に
関
す
る
現
在
の
水
準
は
、
国
際
的
に
み
て
ど
の
程
度
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、

日
本
の
該
処
遇
を
、
先
取
性
の
み
と
め
ら
れ
る
欧
州
の
処
遇
墓
準
で
あ
る

C
P
T
基
準
と
比
較
し
、
日
本
の
行
刑
制
度
の
あ
り
か
た
を
具

(2
)

（

3
)

（

4
)

（

5
)
 

体
的
に
検
証
し
て
み
た
い
。
本
稿
で
は
主
に
受
刑
者
（
懲
役
受
刑
者
、
禁
錮
受
刑
者
、
拘
留
受
刑
者
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て
述
べ
る
。

最
初
に
現
行
新
法
の
特
徴
を
ま
と
め
る
。
本
稿
が
主
な
対
象
と
す
る
受
刑
者
の
処
遇
に
つ
き
新
た
に
定
め
ら
れ
た
事
項
に
は
、
外
部
交

通
の
保
障

・
拡
充
、
収
容
環
境
の
改
善
、
不
服
申
立
制
度
の
整
備
な
ど
が
あ
る
。
外
部
交
通
の
拡
充
策
と
し
て
、
新
た
に
電
話
等
に
よ
る

通
信
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
(
-
四
六
条
）
、
旧
法
下
で
は
自
由
裁
量
下
に
あ

っ
た
友
人

・
知
人
と
の
面
会
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
（
一
―

一
条
）
。
ま
た
、
面
会
や
親
書
発
受
の
回
数
に
関
す
る
最
低
保
障
が
規
定
さ
れ
た

一
四
条

・
一
三

0
条）
。
収
容
環
境
の

改
善
策
と
し
て
は
、
矯
正
処
遇
実
施
の
義
務
化

（八
四
条
）
、
外
部
通
勤
作
業

（九
六
条
）
や
外
出

・
外
泊
制
度
の
導
入
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る

(
1
0
六
条
）
。
受
刑
者
の
不
服
申
立
に
関
し
て
も
、
秘
密
申
立
の
確
保
義
務

（一

六
九
条
）
や
不
利
益
な
取
扱
い
の
禁
止
義
務
(
-
七
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0
条
）
が
追
加
さ
れ
る
な
ど
、

関
す
る
刑
務
所
職
員
の
職
務
権
限
に
関
す
る
規
定
も
盛
り
込
ま
れ
た
（
三
四
条
・
八

0
条
）。

べ
き
事
項
（
遵
守
事
項
）
な
ど
が
明
文
化
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
（
七
四
条
）
。

他
に
特
箪
す
べ
き
改
正
点
と
し
て
は
、

一
定
期
間
ご
と
の
受
刑
態
度
の
評
価
に
応
じ
た
優
遇
措
置
が
設
け
ら
れ
た
点

（八
九
条
）
、
旧
法

下
で
は
明
文
規
定
が
な
か

っ
た
懲
罰
に
関
す
る
手
続
が
定
め
ら
れ
た
点

(-
五
0
条
）
、
指
名
医
に
よ
る
診
療

（
六
三
条
）
、
受
刑
者
の
出

産
・

養
育

（六
五

•

六
六
条
）、

一
人
で
行
う
宗
教
上
の
行
為

（六
七
条
）
、
信
書
の
発
受
(

―
二
六
条
）、
審
査
の
申
請

(
-五
七
条
）
等

の
確
保
に
つ
き
明
文
化
が
な
さ
れ
た
点
、
物
品
の
給
貸
与
や
面
会

・
信
書
の
発
受
、
懲
罰
な
ど
重
要
な
権
利
義
務
に
関
す
る
事
項
を
書
面

(6
)
 

で
告
知
す
る
こ
と
と
し
た
点
（
三
三
条
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
新
法
の
主
た
る
特
徴
の
詳
細
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

対
象
範
囲
の
拡
大

新
法
の
名
称
中
に
含
ま
れ
る
「
刑
事
収
容
施
設
」
は
、
こ
れ
ま
で

「監
獄
」
と
総
称
さ
れ
て
い
た
行
刑
施
設
の
み
を
指
さ
な
い
。
新
法

が
対
象
と
す
る
の
は
、
刑
事
施
設

（刑
務
所
、
少
年
刑
務
所
、
拘
置
所
）
、
留
置
施
設

（都
道
府
県
瞥
察
の
留
置
場
）
及
び
海
上
保
安
留
置

施
設

（海
上
保
安
庁
の
留
置
場
）
と
、
そ
こ
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
法
的
根
拠
が
曖
昧
で
あ

っ
た
警
察
署
の
留
置
場

や
海
上
保
安
留
置
施
設
な
ど
、

被
収
容
者
の
生
活
水
準
の
保
障

一
定
の
進
展
が
み
ら
れ
る
。
受
刑
者
の
権
利
だ
け
で
な
く
、

受
刑
者
の
身
体
検
査
や
小
型
武
器
の
使
用
に

一
方
、
義
務
と
し
て
は
、
受
刑
者
の
遵
守
す

い
わ
ゆ
る
代
用
監
獄
に
留
置
さ
れ
て
い
る
者
も
新
た
に
法
の
対
象
と
さ
れ
た
。

新
法
は
衣
類
・
食
事
な
ど
の
給
貸
与
、
自
弁
物
品
の
使
用
の
範
囲
・
要
件
を
明
確
化
し
た
。
ま
た

一
定
期
間
ご
と
の
受
刑
態
度
の
評
価

に
応
じ
て
、
自
弁
物
品
の
使
用
及
び
摂
取
、
面
会
の
時
間
、
回
数
等
に
つ
き
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
旧
法
下
で
は
実
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が

一
歳
半
に
達
す
る
ま
で
」
の
期
間
に
延
長
さ
れ
た
。

受
刑
者
の
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
規
則
の
制
定

施
不
能
で
あ
っ
た
新
た
な
試
み
、
例
え
ば
、
刑
事
施
設
外
の
事
業
所
に
お
け
る
作
業
・
訓
練
、
す
な
わ
ち
外
部
通
勤
作
業
（
九
六
条
）
や、

そ
の
他
、
医
療
水
準
の
向
上
も
は
か
ら
れ
た
。
旧
監
獄
法
制
度
下
に
お
い
て
は
受
刑
者
に
対
し
診
療
を
強
制
で
き
る
場
合
が
明
確
で
な

か
っ
た
が
、
受
刑
者
の
健
康
及
び
施
設
内
の
衛
生
を
保
持
す
る
た
め
医
療
上
の
措
置
を
講
ず
る
刑
務
所
長
の
責
務
が
明
記
さ
れ
る
な
ど
、

保
健
衛
生
上
・
医
療
上
の
措
置
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
（
五
六
条
）
。

一
方
で
、
生
命
等
に
危
険
が
及
ぶ
お
そ
れ
が
な
い
場
合
は
本

人
の
意
思
に
よ
り
診
療
を
拒
絶
す
る
権
利
も
記
載
さ
れ
て
い
る

（六
二
条
）。

内
部
医
師
の
原
則
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
受
刑
者
に
医
療
上
の

必
要
性
が
あ
る
場
合
の
例
外
と
し
て
外
部
医
師
の
指
名
制
度
も
導
入
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

刑
務
所
長
は
、
受
刑
者
が
出
産
す
る
と
き
は
、

や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
刑
事
施
設
の
外
の
病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所
に
入
院

さ
せ
る
も
の
と
す
る
（
六
五
条
二
項）
。
通
常
の
診
療
等
に
お
い
て
は
、
受
刑
者
を
外
部
病
院
に
入
院
さ
せ
る
こ
と
は
例
外
的
な
場
合
に
限

定
さ
れ
て
い
る
（
六
二
条
三
項
）

が
、
受
刑
者
の
出
産
に
関
し
て
は
、
実
務
上
刑
務
所
外
の
病
院
等
に
入
院
さ
せ
る
措
置
が
と
ら
れ
て
き

た
。
こ
の
よ
う
な
実
務
上
の
措
置
を
、
新
法
は
法
律
上
に
お
い
て
も
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
子
の
養
育
（
六
六
条
）
規
定
が
拡

充
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
旧
監
獄
法
下
で
は
入
所
時
に
伴
っ
て
い
る
子
及
び
収
容
中
に
出
産
し
た
子
に
つ
い
て
の
養
育
規
定
の
み
が
設
け
ら

れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
新
法
で
は
こ
れ
ら
に
限
ら
ず
、
入
所
時
に
は
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
子
に
つ
い
て
も
、
入
所
後
に
引
き
取
っ
て
養
育
す

る
こ
と
を
刑
務
所
長
は
許
可
で
き
る
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
子
の
養
育
可
能
期
間
が
、
「
子
が

一
歳
に
達
す
る
ま
で
」
か
ら
、
「
最
大
で
子

点
が
画
期
的
で
あ
る
。

受
刑
者
が
外
出
又
は
七
日
以
内
で
外
泊
で
き
る
制
度
も
導
入
さ
れ
た

(
1
0
六
条
）
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
職
員
の
同
行
な
し
で
行
え
る
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書
籍
や
新
聞
等
の
閲
覧
の
権
利
保
障
と
制
限
要
件

宗
教
上
の
行
為
に
対
す
る
権
利
保
障

受
刑
者
及
び
刑
務
所
職
員
の
権
利
義
務
が
下
記
事
項
の
と
お
り
明
記
さ
れ
た
。

受
刑
者
及
び
刑
務
所
職
員
の
権
利
義
務
の
明
確
化

（
七
六
条
）
。

処
遇
上
の
独
居
拘
禁

戒
護
上
隔
離
の
必
要
が
あ
る
場
合
、
六
ヶ
月
以
内
で
昼
夜
間
独
居
拘
禁
に
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
以
後
継
続
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
三

ヶ
月
ご
と
の
期
間
更
新
が
可
能
で
あ
っ
た
旧
制
度
か
ら
、
新
法
で
は
隔
離
の
要
件
が
新
た
に
定
め
ら
れ
、
期
間
も
原
則
三
ヶ
月
、
以
降
一

ヶ
月
ご
と
の
更
新
と
な
っ
た

刑
事
施
設
視
察
委
員
会
の
設
置

各
刑
事
施
設
に
民
間
人
か
ら
な
る
刑
事
施
設
視
察
委
員
会
を
設
置
し
た
。
委
員
が
当
該
刑
事
施
設
を
視
察
し
、
そ
の
運
営
に
関
し
、

刑

事
施
設
の
長
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
行
刑
運
営
の
透
明
性

•

第
三
者
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
新
法
九

条
に
は
被
収
容
者
と
の
面
接
を
求
め
る
委
員
会
の
権
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

刑
事
施
設
視
察
委
員
会
委
員
は
人
格
識
見
が
高
く
、
か
つ

、
刑
事
施
設
の
運
営
の
改
善
向
上
に
熱
意
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
十
名
以

内
を
、
法
務
大
臣
が
任
命
す
る
も
の
で
あ
る
。
委
員
の
立
場
は
非
常
勤
で
、
任
期
は
一
年
で
あ
る
が
、
再
任
可
能
で
あ
る
。
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処
遇
要
領
に
基
づ
く
計
画
的
処
遇

処
遇
の
個
別
化

個
別
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

受
刑
者
の
社
会
復
帰
に
向
け
た
処
遇
の
充
実

・
規
律
秩
序
の
維
持
の
た
め
の
措
置

（身
体
検
査
、
手
錠
等
の
使
用
、
隔
離

・
保
護
室
収
容
）

．
懲
罰
の
要
件
の
明
確
化
と
科
罰
手
続
の
整
備
（
事
前
告
知

・
弁
解
の
機
会
の
付
与
な
ど
）

・
刑
務
所
職
員
の
職
務
権
限

・
受
刑
者
の
遵
守
す
べ
き
事
項

・
信
書
の
発
受

の
要
件

こ
の
う
ち
、
「
一
人
で
行
う
宗
教
上
の
行
為
」
に
関
す
る
規
定
が
初
め
て
導
入
さ
れ
た
点
は
注
目
に
値
す
る
。
新
法
六
七
条
は
、
「
被
収

容
者
が
一
人
で
行
う
礼
拝
そ
の
他
の
宗
教
上
の
行
為
は
、
こ
れ
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
同
六
八
条
は
、

受
刑
者
等
の
被
収
容
者
が
宗
教
家
の
行
う
宗
教
上
の
儀
式
行
事
に
参
加
し
、
ま
た
は
教
誨
を
受
け
る
機
会
を
設
け
る
よ
う
努
め
る
刑
事
施

設
の
長
の
義
務
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
様
々
な
宗
教
を
信
仰
す
る
外
国
人
受
刑
者
等
が
増
加
し
て
い
る
現
況
に
あ
っ
て
、
時
代
の
要

請
に
沿
う
改
正
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
書
面
に
よ
る
告
知
（
三
三
条
）
に
よ
り
、
被
収
容
者
が
収
容
の
開
始
の
際
に
、
宗
教
上

の
行
為
、
儀
式
行
事
及
び
教
誨
に
関
す
る
事
項
を
知
ら
さ
れ
る
権
利
が
手
続
面
に
お
い
て
も
保
障
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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•

制
限
の
緩
和

・
優
遇
措
置
の
導
入

新
法
で
は
受
刑
者
処
遇
の
全
体
に
関
わ
る
制
度
改
革
が
な
さ
れ
た
。
監
獄
法
で
は
作
業
の
み
で
あ
っ
た
受
刑
者
の
矯
正
処
遇
の
実
施
が

義
務
化
さ
れ
、
受
刑
者
個
人
の
資
質
や
環
境
、
犯
罪
特
性
に
応
じ
た
矯
正
教
育
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
例
え
ば
薬
物
依
存
者
や

暴
力
団
員
、
身
体
生
命
を
侵
害
す
る
罪
で
受
刑
中
の
者
で
あ
っ
て
、
被
害
関
係
者
に
対
す
る
謝
罪
の
意
識
が
低
い
者
等
に
つ
い
て
、
医
学
、

心
理
学
、
教
育
学
、
社
会
学
等
に
基
づ
い
た
教
育
的
処
遇
の
コ
ー
ス
が
各
刑
務
所
で
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
一
般
作
業
の
ほ
か
、
職

業
訓
練
、
改
善
指
導
・
教
科
指
導
等
に
つ
い
て
も
規
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
定
め
に
よ
っ
て
、
施
設
入
所
時
か
ら
各
刑
事
施
設
の
特
性
に
応

(7
)
 

じ
た
訓
練
や
施
設
外
教
育
、
篤
志
面
接
指
導
等
が
導
入
実
施
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
美
弥
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
職
業
訓
練

と
し
て

I
T
ス
キ
ル
養
成
、
手
話
基
礎

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
啓
発
な
ど
も
行
う
他
、
就
業
に
必
要
な
基
礎
的
な
技
術
の
習
得
を
図
る
内
容
と

し
て
安
全
衛
生
・
品
質
管
理
・
環
境
配
慮
等
の
科
目
を
、
労
働
需
要
に
合
わ
せ
た
内
容
と
し
て
調
理
師
科
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
科
・
製
パ

ン

科
等
を
設
け
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

ニ
級
取
得
を
目
指
す
科
目
や
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
も
適
宜
導
入
し
て
い
る
。
ま
た

当
セ
ン
タ
ー
は
個
室
が
基
本
の
た
め
、
釈
放
前
指
導
の
た
め
に
集
団
生
活
室
を
設
置
す
る
な
ど
し
、
出
所
後
の
順
応
を
高
め
、
早
期
の
社

就
労
は
自
立
お
よ
び
社
会
参
加
の
双
方
の
意
義
に
お
い
て
重
要
で
あ
り
、
出
所
者
の
社
会
復
帰
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
現
実
的
即

実
的
な
就
業
支
援
と
と
も
に
、
社
会
の
善
き

一
員
と
し
て
あ
る
た
め
の
指
導
も
ま
た
求
め
ら
れ
て
い
る
。

会
復
帰
を
目
指
す
処
遇
を
行

っ
て
い
る
。

外
部
通
勤
作
業
、
外
出
・
外
泊
の
制
度
の
導
入

専
門
的
知
識
の
活
用
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よ
る
処
遇
全
般
に
つ
い
て
「
苦
情
の
申
出
」
の
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

不
服
申
立
制
度
の
整
備

一
条）
。
優
遇
措
置
を
受
け
た
受
刑
者
に
つ
い
て
は
、
面
会
の
時
間
や
回
数
を
さ
ら
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
も

で
き
る
（
八
九
条
三
項
）。

そ
の
他
、
受
刑
者
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
が
、
電
話
に
よ
る
通
信
が
条
件
つ
き
で
許
容
さ
れ
た
(
-
四
六
条
）。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話

・
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
使
用
は
今
な
お
認
め
ら
れ
な
い
。

旧
監
獄
法
で
は
請
願
の
一
種
で
あ
る
情
願
の
み
で
あ

っ
た
受
刑
者
の
不
服
申
し
立
て
制
度
が
明
文
で
整
備
さ
れ
た
。
刑
事
施
設
の
長
に

よ
る
一
定
の
措
置
に
つ
い
て

「審
査
の
申
請
」
制
度
が
、
職
員
の
暴
行
等
に
つ
い
て
「
事
実
の
申
告
」
の
制
度
が
、
刑
事
施
設
の
職
員
に

新
法
で
は
ま
た
、
秘
密
申
立
の
確
保
義
務

（一

六
九
条
）
と
し
て
、
不
服
申
し
立
て
や
苦
情
の
申
出
の
内
容
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
秘
密

に
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
申
立
を
行
う
書
類
は
検
査
し
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
行

っ
た
受
刑
者
に
対
し
て
、
刑

事
施
設
の
職
員
は
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
義
務
(
-
七

0
条
）
が
明
文
化
さ
れ
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ
る
。

可
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
（

外
部
交
通
の
保
障
・
拡
充

監
獄
法
で
は
「
在
監
者
二
接
見
セ
ン
コ

ト
ヲ
請
フ
者
ア
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
許
ス
」
と
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
外
部
交
通
の
権
利
が
新
法
で
明

記
さ
れ
た
。
ま
た
、
面
会
・
信
書
の
発
受
を
一
定
の
範
囲
で
保
障
し
、
制
限
す
る
場
合
の
要
件
を
明
確
化
し
た
。
例
と
し
て
、
面
会
は
月

二
回
、
信
書
の
発
信
は
月
四
通
と
い
う
最
低
回
数
保
障
が
導
入
さ
れ
た
。
面
会
に
つ
い
て
は
、
親
族
関
係
に
な
い
友
人

・
知
人
面
会
も
認
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に
活
動
し
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。

接
訪
問

・
調
査
し
、
締
約
国
に
改
善
要
請
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

欧
州
拷
問
等
防
止
条
約
お
よ
び

C
P
T
基
準

欧
州
拷
問
等
防
止
条
約

一
八
三
回
は
抜
き
打
ち
の
a
d
h
o
c
な
訪
問
）
を

一
九
八
七
年
、
欧
州
審
議
会
に
お
い
て
「
拷
問
及
び
非
人
道
的
な
若
し
く
は
品
位
を
傷
つ
け
る
取
扱
い
又
は
刑
罰
の
防
止
の
た
め
の
欧

州
条
約
（
以
下
、
「
条
約
」
と
い
う
）
」
は
、
欧
州
人
権
条
約
三
条
よ
り
派
生
し
た
特
別
条
約
と
し
て
成
立
し
た
。
条
約
は
そ
の
名
称
通
り
、

拷
問
等
（
拷
問
、
非
人
道
的
な
取
扱
い
又
は
刑
罰
、
品
位
を
傷
つ
け
る
取
扱
い
又
は
刑
罰
）
か
ら
自
由
を
奪
わ
れ
た
者
を
保
護
し
、
こ
れ

ら
の
発
生
を
将
来
的
に
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
。
実
施
機
関
と
し
て
欧
州
拷
問
等
防
止
委
員
会

（以
下
「
C
P
T
」

と
い
う
）
を
も
つ
。
条
約
の
大
き
な
特
徴
は
拷
問
の
事
前
抑
止
（
防
止
）
に
あ
り
、
締
約
国
の
刑
務
所
や
留
置
場
、
精
神
病
院
、
入
管
収

容
施
設
な
ど
に
お
け
る
拷
問
や
非
人
道
的
な
取
扱
を
実
効
的
に
防
止
す
る
た
め
に
、
個
人
の
専
門
家
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
訪
問
団
が
直

一
九
九

0
年
の
訪
問
開
始
以
来
、
四
三
九
回
の
訪
問
（
う
ち
二
五
六
回
は
定
期
訪
問
、

行
い
、
そ
の
う
ち
三
九
二
本
の
訪
問
報
告
書
を
公
表
し
て
い
る
。

C
P
T
基
準

欧
州
拷
問
等
防
止
条
約

（以
下

「条
約
」
と
い
う
）
は、

二
0
一
九
年
一
月
現
在
、
欧
州
審
議
会
の
全
47
加
盟
国
が
加
入
し
て
い
る
。

条
約
の
実
施
機
関
と
し
て
欧
州
拷
問
等
防
止
委
員
会

（以
下
「
C
P
T
」
と
い
う
）
を
備
え
て
お
り
、

C
P
T
は

一
九
八
九
年
以
降
活
発

m
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受
刑
者
の
取
扱
い
の
中
で
も
特
徴
的
な
諸
点
に

つ
い
て
、

的
に
は
上
記
新
法
の
定
め
る
処
遇
に
つ
い
て
、

が
あ
る
。

I
V
C
P
T
基
準
に
よ
る
行
刑
改
革
評
価

的
な
評
価
が
固
ま

っ
た
と
い
え
る
。

C
P
T
の
手
法
は
非
常
に

ユ
ニ
ー
ク
で
、

C
P
T
委
員
が
締
約
国
に
存
す
る
ど
の
よ
う
な
拘
禁
施
設
を
も
自
由
に
訪
問
出
来
る
と

い
う

も
の
で
あ
る
。
委
員
が
実
際
に
刑
務
所
や
警
察
留
置
場
に
出
向
い
て
、
自
由
を
奪
わ
れ
た
者
の
現
況
を
直
接
調
査
し
、
拷
問
等
が
行
わ
れ

て
い
な
い
か
、
或
い
は
拷
問
等
が
将
来
行
わ
れ
る
可
能
性
が
な
い
か
を
検
討
す
る
。
訪
問
調
査
後
は
報
告
書
を
作
成
・
公
表
す
る
等
し
て
、

適
宜
締
約
国
の
拘
禁
状
況
の
改
善
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

C
P
T
は
締
約
国
に
存
す
る
ど
の
よ
う
な
拘
禁
施
設
を
も
自
由
に
訪
問
出
来
る
と
い
う
世
界
に
類
を
み
な
い

ユ
ニ
ー

ク
な
活
動
に
よ

り
、
自
由
を
奪
わ
れ
た
者
の
取
扱
い
に
関
す
る
「

C
P
T
基
準
」
を
作
成
・
公
表
し
、
発
展
さ
せ
て
き
た
。
C
P
T
の
定
め
る
基
準
の
内

容
は
具
体
的
か
つ
詳
細
で
あ
り
、
欧
州
に
お
け
る
自
由
を
奪
わ
れ
た
者
の
処
遇
に
関
す
る
最
高
水
準
の
基
準
と
い

っ
て
良
い
。
実
際
、

さ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、

C
P
T
基
準
を
用
い
て
評
価
す
る
。
評
価
者
は

C
P
T
で
は
な
く
筆
者
で
あ
り
、

二

0
0
二
年
七
月
に
は
、
こ
の

C
P
T
の
訪
問
制
度
の
手
法
を
ほ
ぱ
そ
の
ま
ま
採
り
入
れ
た
拷
問
等
禁
止
条
約
選
択
議
定
書
が
国
連
で
採
択

C
P
T
基
準
に
つ
き
ま
し
て
も
、
自
由
を
奪
わ
れ
た
者
の
処
遇
に
関
す
る
最
も
す
す
ん
だ
基
準
と
し
て
、

国
際

(9
)
 

日
本
は
条
約
に
加
入
し
て
い
な
い
が
、
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
日
本
は
拷
問
等
禁
止
条
約
に
加
入
し
て
い

る
が
、
前
述
の
C

P
T
の
実
行
を
と
り
い
れ
た
選
択
議
定
書
に
は
加
入
し
て
い
な
い

（が
、
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
。
い
わ
ゆ
る
名
古
屋
刑
務
所
事
件
な

ど
を
契
機
と
し
て
国
内
の
行
刑
制
度
が
国
際
社
会
か
ら
大
き
な
批
判
を
浴
び
る
中
、
先
取
先
進
的
な
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
基
準
を
参
照
す
る
価
値

日
本
の
現
行
行
刑
の
水
準
と
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
水
準
と
を
比
較
し
よ
う
。
具
体

日
本
は
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表l 受刑者処遇に対する CPT基準を用いた概評（箪者作成）

改正後の変更点（受刑者の処遇のみ ・抜粋） ． CPT基準を用いた評価

収容環境の改善

．矯正処遇実施の義務化 (84-87条）

゜・優遇措置の導入 (89条） △一部条件あり

・外部通勤作業の導入 (96条）

゜・外出 ・外泊制度の導入 (106条）

゜外部交通の保障 ・拡充

・友人・知人との面会の認可 (111条） △一部条件あり

・外部交通の最低保障 (114条 ・130条）

゜・電話等による通信の導入 (146条）等 △一部条件あり

不服申立制度の整備

・秘密申立の確保義務 (169条）

゜・不利益な取扱いの禁止義務 (170条）

゜権利義務関係等の明文化

・刑務所職員の職務権限 (73-83条）

゜・受刑者の遵守すべき事項 (74条）

゜・一人で行う宗教上の行為 (67条）、信書の

発受 (126条）、懲罰に関する手続 (150 △一部条件あり

条）、審査の申請 (157条）

・書面による告知 (33条）

゜懲罰

懲罰の内容 (151条） X 

懲罰の執行 (152条ー156条） X 

規律及び秩序の維持

隔離 (76条） x事実上制限なし

保健衛生及び医療

戸外運動 (57条）
x毎日最低 1時間の戸外運動を確保す

る義務

医療 (61条他） x健康診断の省略可など

身体検査 (34条） △外見上の性別に対する考慮規定なし

刑事施設視察委員会の設置

刑事施設視察委員会 (7-10条） △独立性
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優
遇
措
置
の
導
入

(89
条）

矯
正
処
遇
実
施
の
義
務
化

(
8
4
.
8
7
条）

遇
に
関
す
る
規
則
」
を
、
以
下
規
則
と
呼
ぶ
。

(10
)
 

条
約
に
加
入
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
評
価
軸
の
ひ
と
つ
と
し
て

C
P
T
基
準
を
用
い
た
。
概
要
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

筆
者
が

C
P
T
基
準
に
照
ら
し
て
許
容
で
き
る
と
判
断
し
た
も
の
に

0
、
危
惧
が
の
こ
る
と
判
断
し
た
も
の
に
△
、
許
容
で
き
な
い
と

判
断
し
た
も
の
に
X

と
付
し
た
。
以
下
個
別
に
概
説
す
る
。
新
法
の
具
体
的
な
運
用
に
つ
い
て
定
め
た

「刑
事
施
設
及
び
被
収
容
者
の
処

収
容
環
境
の
改
善

C
P
T
基
準
四
七
は
「
受
刑
者
に
対
す
る
作
業

・
教
育
・
運
動
等
の
十
分
な
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

受
刑
者
の
福
利
に
と
り
極
め
て
重

要
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
旧
制
度
の
下
で
は
矯
正
教
育
を
受
け
る
義
務
や
優
遇
措
置
と
い
う
制
度
自
体
が
規
定
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
強
制
処
遇
実
施
の
義
務
化
等
は
歓
迎
で
き
る
。

し
か
し
問
題
が
み
と
め
ら
れ
な
い
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
服
役
中
の
態
度
に
よ
っ
て
、
嗜
好
品
の
支
給
、
面
会
の
時
間
・
回
数
等
の

増
加
な
ど
の
様
々
な
特
典
を
付
与
又
は
剥
奪
す
る
と
い
う
優
遇
措
置
の
運
用
自
体
に
は
危
惧
が
の
こ
る
。
新
法

一
七
0
条
は
、
受
刑
者
が

審
査
の
申
請
等
又
は
苦
情
の
申
出
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
者
に
対
し
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
る
。
こ

れ
は
、
実
際
に
不
服
申
立
が
不
利
益
な
取
扱
い
に
つ
な
が

っ
て
は
な
ら
な
い

こ
と
を
指
す
が
、
不
服
申
立
が
不
利
益
な
取
扱
い
に
つ
な
が

ら
な
い
こ
と
は
、
不
服
申
立
前
の

（可
能
な
限
り
移
送
を
含
む
施
設
入
所
時
の
）
受
刑
者
に
対
し
周
知
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
で
な
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外
部
交
通
の
最
低
保
障

(114
条
・

130
条）

友
人
・
知
人
と
の
面
会
の
認
可

(111
条）

運
用
状
態
を
注
視
す
べ
き
で
あ
る
。

け
れ
ば
、
本
条
の
立
法
目
的
は
果
た
さ
れ
ず
、
規
定
の
実
質
は
担
保
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
優
遇
措
置
に
つ
い
て
は
、
指
定
剥
奪
を
お
そ
れ
て
受
刑
者
自
身
が
不
服
申
立
を
あ
き
ら
め
る
と
い
っ
た
、
本
旨
で
な
い
事

態
を
招
く
危
険
性
が
排
除
さ
れ
て
い
る
か
、
す
な
わ
ち
事
前
に
制
度
に
つ
い
て
周
知
徹
底
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
中
長
期
的
な
運
用
状
態

外
部
通
勤
作
業
、
外
出
・
外
泊
制
度
の
導
入
に
関
し
て
は
、
仮
釈
放
の
段
階
に
達
し
て
い
る
受
刑
者
で
あ
っ
て
、
「
円
滑
な
社
会
復
帰
を

図
る
た
め
」
必
要
が
あ
る
と
き
と
い
う
制
限
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

さ
ら
に
外
泊
に
つ
い
て
は
、
刑
が
六
ヶ
月
以
上
執
行
さ
れ
て
い

一
方
で
こ
の
よ
う
な
受
刑
者
の
選
択
の
自
由
度
を
高
め
る
措
置
・
制
度
の
全
体
は
、
受
刑
者
が
多
様
な
合
目
的
的
ア
ク
テ
イ
ビ
テ
ィ
ヘ

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
べ
き
と
定
め
る

C
P
T
基
準
一三二
に
照
ら
し
て
も
歓
迎
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
今
後
の
実
際
の

外
部
交
通
の
保
障
・
拡
充

る
場
合
に
限
る
な
ど
の
制
限
が
あ
る
。

外
出
・
外
泊
制
度
の
導
入

(106
条）

外
部
通
勤
作
業
の
導
入

(96
条）

を
み
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
意
で
△
を
付
し
た
。
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秘
密
申
立
の
確
保
義
務

(169
条

不
服
申
立
制
度
の
整
備

に
お
い
て
△
を
付
し
た
。

外
部
交
通
の
最
低
保
障
に
関
し
て
は
、
具
体
的
に
月
何
回
と
い
う
よ
う
に

C
P
T
基
準
が
決
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
単
純
に
比
較

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
例
え
ば
、
面
会
・
信
書
が
予
想
さ
れ
る
相
手
に
つ
い
て
は
予
め
受
刑
者
に
か
な
り
詳
細
に
届
出
さ
せ
、

証
明
書
類
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
、
面
会
者
に
も
詳
し
い
申
出
を
さ
せ
、
証
明
書
類
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
ま
た
、
面
会
時
間
に

つ
い
て
は
、
規
則
73
条
に
お
い
て
、
混
雑
時
等
に
は
最
低
5
分
間
ま
で
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
お
り
、
単
純
に
面
会
や
信
書
の

回
数
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
安
堵
す
べ
き
で
は
な
い
。
外
部
交
通
の
質
が
事
実
上
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
そ
の
意

用
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

友
人
・
知
人
と
の
面
会
に
際
し
て
は
、
原
則
的
に
は
「
受
刑
者
の
更
生
保
護
に
関
係
の
あ
る
者
、
受
刑
者
の
釈
放
後
に
こ
れ
を
雇
用
し

よ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
面
会
に
よ
り
受
刑
者
の
改
善
更
生
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
」
者
に
限
る
と
の
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
電
話
通
信
が
許
さ
れ
る
場
合
に
も
、
「
そ
の
者
の
改
善
更
生
又
は
円
滑
な
社
会
復
帰
に
資
す
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
相
当
と
認
め
る

と
き
」
に
限
る
と
の
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
。
監
獄
法
の
よ
う
に
外
部
交
通
の
許
可
を
・
不
許
可
を
刑
務
所
長
の
事
由
裁
量
に
委
ね
る
規

定
は
な
く
な
っ
た
が
、
受
刑
者
に
つ
い
て
は
拘
禁
の
本
質
は
外
部
交
通
の
遮
断
を
含
む
社
会
か
ら
の
隔
離
に
あ
る
と
い
う
考
え
が
前
提
と

(11
)
 

さ
れ
て
い
る
。
法
改
正
の
事
実
の
み
を
見
る
の
で
は
な
く
、
許
可
・
不
許
可
の
決
定
に
際
し
恣
意
性
が
排
除
さ
れ
て
い
る
か
、
今
後
の
運

電
話
等
に
よ
る
通
信
の
導
入

(146
条
）
等
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審
査
の
申
請
等
に
お
け
る
秘
密
申
立
や
、
申
立
を
し
た
こ
と
に
よ
る
不
利
益
な
取
扱
い
の
禁
止
義
務
が
明
文
化
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
す

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
は
結
果
通
知
義
務
、
苦
情
の
申
出
に
つ
い
て
は
誠
実
処
理
義
務
及
び
通
知
義
務
が
明
記
さ

れ
た
こ
と
も
評
価
で
き
る
。
旧
法
下
に
お
け
る
情
願
制
度
に
は
、
不
利
益
な
取
扱
い
の
禁
止
規
定
も
回
答
義
務
も
な
か

っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
新
法
に
お
け
る
明
文
化
に
は
意
義
が
あ
る
。

本
稿
で
は
懲
罰
に
関
す
る
手
続
と
書
面
に
よ
る
告
知
に
関
し
て
の
み
述
べ
る
。
新
法

155
条
は
「
刑
事
施
設
の
長
は
、
被
収
容
者
に
懲
罰

を
科
そ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
聴
取
を
す
る
三
人
以
上
の
職
員
を
指
名
し
た
上
、
そ
の
被
収

容
者
に
対
し
、
弁
解
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
被
収
容
者
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
、

書
面
で
、

弁
解
を
す
べ
き
日
時
又
は
期
限
及
び
懲
罰

（
第
百
五
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
含
む
。
（
以
下
略
））

の
原
因
と
な
る
事
実
の
要
旨
を

通知するとともに、被収容者を補佐すべき者を刑事施設の職員のうちから指名しなければならない。」と定めており、

胃 >>貝
人

に で
よ ？ 9>-のる ， 嘉 の

I 
の

／ ベ >星ヽ
の

贔項旦 ／ 

’ 
＾ 
713 

誓-望ヽ塁ヽ
ヽ

鼠Eヨ
の

双屡
ヘ

-星ヽ
役ヽ言〖L;女lj 、
に

厚

土
ヘ

-畠

不
利
益
な
取
扱
い
の
禁
止
義
務

(170
条
）
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る
可
能
性
が
高
い
。

大
限
に
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

新
法
で
は
、
戒
告
か
ら
三

0
日
以
内
の
閉
居
ま
で
の
六
つ
の
懲
罰
の
形
態
が
定
め
ら
れ
て
い
る
(
-
五
一
条
）。

特
に
、
閉
居
罰
、
つ
ま

り
単
独
室
で
謹
慎
さ
せ
る
罰
に
お
い
て
、
受
刑
者
に
①
自
弁
物
品
の
使
用
又
は
摂
取
、

②
宗
教
上
の
儀
式
行
事
へ
の
参
加
又
は
他
の
被
収

容
者
と
共
に
宗
教
上
の
教
誨
を
受
け
る
こ
と
、

③
書
籍
等
の
閲
覧
、

④
自
己
契
約
作
業
、

⑤
面
会
、

⑤
信
書
の
発
受
が
停
止
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
許
容
で
き
な
い
(
-
五
二
条
）
。
C
P
T
の
経
験
に
基
づ
く
と
、
特
に
受
刑
者
の
宗
教
上
の
行
為
や
外
部
交
通
に
関
す
る
権
利
は
最

ま
た
、
規
則
八
六
条
二
に
は
、
閉
居
罰
の
執
行
方
法
と
し
て
「
刑
事
施
設
の
長
は
、
閉
居
罰
を
科
さ
れ
て
い
る
被
収
容
者
に
つ
い
て
、

法
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
謹
慎
さ
せ
る
た
め
必
要
な
限
度
で
、
そ
の
生
活
及
び
行
動
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
て
い

懲
罰
の
執
行

(152
条
1
156
条）

懲
罰
の
内
容

(151
条）

懲
罰

は
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

懲
罰
を
受
け
よ
う
と
す
る
受
刑
者
の
権
利
に
つ
い
て
詳
細
に
定
め
た
点
は
評
価
で
き
る
。

宗
教
上
の
行
為
等
に
つ
い
て
も
、
権
利
が
明
文
化
さ
れ
た
点
は
評
価
で
き
る
。
C
P
T
は
受
刑
者
の
精
神
的
自
由
に

つ
き
最
大
限
の
考

慮
を
払
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
改
正
さ
れ
た
新
法
も
こ
の
流
れ
に
沿
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
「
刑
事
施
設
の
規
律
及

び
秩
序
の
維
持
そ
の
他
管
理
運
営
上
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
等
の
た
だ
し
書
き
の
運
用
に
つ
い
て

一
五
二
条
の
規
定
は
条
約
に
違
反
す
る
「
非
人
道
的
な
又
は
品
位
を
傷
つ
け
る
取
扱
い
」
に
該
当
す
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る
。
正
座
し
、
顎
を
あ
げ
て
一
点
を
見
つ
め
、
身
じ
ろ
ぎ
す
ら
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
っ
た
、
無
理
な
姿
勢
の
強
要
等
、
こ
れ
ま
で
問

題
を
指
摘
さ
れ
続
け
て
き
た
懲
罰
の
実
態
を
温
存
す
る
も
の
に
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
本
人
の
行
動
の
自
由
を
広
く

一
律
的

に
奪
う
懲
罰
の
態
様
は
、
欧
州
の
処
遇
の
実
態
に
照
ら
す
と
、
受
刑
者
に
対
す
る
「
品
位
を
傷
つ
け
る
取
扱
い
」
の

一
要
素
と
判
断
さ
れ

規
律
及
び
秩
序
の
維
持

戒
護
上
隔
離
の
必
要
が
あ
る
場
合
、
六
ヶ
月
以
内
で
昼
夜
間
独
居
拘
禁
に
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
以
後
継
続
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
三

ヶ
月
ご
と
の
期
間
更
新
が
可
能
で
あ

っ
た
旧
制
度
か
ら
、
新
法
で
は
隔
離
の
要
件
が
新
た
に
定
め
ら
れ
、
期
間
も
原
則
三
ヶ
月
、
以
降

一

ヶ
月
ご
と
の
更
新
と
な
っ
た
（
七
六
条
）。

独
居
拘
禁
の
期
間
が
半
分
に
短
縮
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
が
、
期
間
更
新
の
回
数
に
は
制
限
が
設

け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
独
居
拘
禁
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
根
本
的
な
解
決
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
刑
事
施
設
の
長
は
、
受
刑

者
を
隔
離
し
、
又
は
そ
の
隔
離
の
期
間
を
更
新
す
る
場
合
に
は
、
処
遇
審
査
会
の
意
見
を
聞
く
も
の
と
さ
れ
て
い
る

関
す
る
訓
令
（
平
成
十
八
年
矯
正
訓
第
三
三

0
五
号
）
第
三
条
1
項）
。
し
か
し
、
処
遇
審
査
会
の
構
成
員
は
分
類
審
議
室
又
は
分
類
部
の

長
、
首
席
矯
正
処
遇
官
及
び
統
括
矯
正
処
遇
官
等
の
公
務
員
の
中
か
ら
審
査
事
項
を
考
慮
し
て
刑
事
施
設
の
長
が
指
定
す
る
も
の
と
さ
れ

(12
)
 

て
お
り
、
ま
た
最
終
的
な
決
定
権
は
な
お
刑
事
施
設
長
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
独
立
性
と
第
三
者
性
は
保
た
れ
て
い
な
い
。

日
本
の
医
療
刑
務
所
で
は
、
通
算
で
三
七
年
間
昼
夜
間
独
居
拘
禁
に
付
さ
れ
た
例
が
あ
る
が
、
今
回
の
法
改
正
で
は
こ
の
よ
う
な
悲
惨

な
事
態
を
回
避
し
得
な
い
。
C
P
T
は
、
そ
の
活
動
に
お
い
て
、
最
大
数
ヶ
月
間
に
及
ぶ
医
学
的
正
当
性
の
な
い
懲
罰
的
性
格
を
も
つ
独

隔
離

(76
条）

る
可
能
性
が
高
い
。

（受
刑
者
の
隔
離
に
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戸
外
運
動

(57
条）

居
拘
禁
が
「
非
人
道
的
で
か
つ
品
位
を
傷
つ
け
る
取
扱
い
」
に
相
当
す
る
と
判
断
し
た
こ
と
が
あ
る
。
C
P
T
は
、
独
居
拘
禁
の
長
期
化

は
受
刑
者
の
心
身
に
悪
影
響
を
与
え
る
と
懸
念
し
て
お
り
、

C
P
T
基
準
は
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
独
居
拘
禁
は
可
能
な
限
り
短
期
間
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
三

ヶ
月
間
の
独
居
拘
禁
が
「
可
能
な
限
り
短
期
間
」
に
あ
た
る
と
い
う
合
理
的
な
説
明
と
、
完

全
な
独
立
機
関
に
よ
る
定
期
的
な
審
査
、
独
居
拘
禁
期
間
の
更
新
の
回
数
に
制
限
を
設
け
る
こ
と
が
い
ず
れ
も
つ
よ
く
要
請
さ
れ
る
。

保
健
衛
生
及
び
医
療

こ
と
を
定
め
て
い
る
。
新
法

57
条
に
時
間
の
定
め
は
な
い
が
、
規
則
二
四
条
二
は
「
被
収
容
者
に
は
、

C
P
T
基
準
三
五
は
、
懲
罰
中
の
者
を
含
む
全
て
の
受
刑
者
に
毎
日
最
低

一
時
間
の
戸
外
で
の
活
動
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
日
に
三
十
分
以
上
、
か
つ
、
で

き
る
限
り
長
時
間
、
運
動
の
機
会
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。
」
と
す
る
。
運
動
時
間
は
土
曜
・
日
曜
、
祝
日
、
運
動
会
等
の
定
め
の
あ
る
日

を
除
き
一
日
―
―
―
十
分
以
上
、
か
つ
、
「
出
来
る
限
り
長
時
間
」
保
障
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
旧
法
下
で
は
週
に
二
回
程
度
の
入
浴
日
に
は

運
動
が
停
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
進
展
が
あ
る
。
他
に
国
連
の
定
め
る
被
拘
禁
者
処
遇
最
低
基
準
規
則
―
一

三
(
-
)

が
「
屋
外

作
業
に
従
事
し
な
い
被
拘
禁
者
は
、
天
候
が
許
す
限
り
、
毎
日
少
な
く
と
も
一
時
間
、
適
当
な
屋
外
運
動
を
行
う
も
の
と
す
る
。」
等
と
定

め
る
と
お
り
、
毎
日
一
時
間
の
戸
外
活
動
の
確
保
は
被
拘
禁
者
処
遇
に
関
す
る
国
際
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
新
法
に
お
け
る
改
正
は
こ
れ

(13
)
 

ら
国
際
ル
ー
ル
も
参
照
し
た
が
、
結
果
と
し
て
一
時
間
の
確
保
は
な
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、
上
記
最
低
基
準
規
則
や

C
P
T
基
準
は
戸
外
運
動
の
毎
日
確
保
を
定
め
て
お
り
、
例
外
は
天
候
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
日
本
で

は
、
新
法
下
に
お
い
て
も
、
閉
居
罰
を
受
け
て
い
る
者
の
運
動
は
原
則
と
し
て
制
限
さ
れ
て
お
り
、
健
康
上
の
危
惧
が
大
き
い
。
懲
罰
を
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二
0
0
0
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
留
置
場
に
お
い
て
、
自
由
を
奪
わ
れ
た
女
性
が
他
の
男
性
職
員
又
は
他
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
男
性
の
且

＿
身
体
検
査

(34
条）

素
の
ひ
と
つ
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
評
価
で
き
な
い

。

そ
の
他
、
閉
居
罰
を
受
け
て
い
る
者
の
入
浴
が
夏
季
冬
季
を
問
わ
ず
通
年
で
週
に
一
回
以
上
と
さ
れ
て
い
る
点
は
、
衛
生
面
で
問
題
が

あ
る
他
、
身
だ
し
な
み
を
整
え
る
機
会
を
剥
奪
し
て
い
る
と
い
う
意
に
お
い
て
、
条
約
に
い
う
「
品
位
を
傷
つ
け
る
取
扱
い
」
の
認
定
要

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
方
式
の
記
載
に
転
換
す
る
の
が
望
ま
し
い
。

(14
)
 

受
け
て
い
る
者
を
含
め
、「
全
て
の
受
刑
者
に
対
す
る
毎
日
最
低
一
時
間
の
戸
外
活
動
」
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
早
急
な
改
善
が
望
ま
れ
る
。

施
行
規
則
二
十
九
条
に
お
い
て
、
医
師
が
法
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
い

必
要
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、

の
健
康
診
断
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
点
に
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
規
則
一
二
十
条

4
で
、
医
師
は
受
刑
者
と
診
療

の
た
め
必
要
な
範
囲
を
明
ら
か
に
逸
脱
し
た
会
話
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
点
に
も
危
惧
が
あ
る
。
C
P
T
基
準

は
、
刑
務
所
内
の
職
員
及
び
受
刑
者
間
の
親
和
的
な
関
係
が
行
刑
の
質
向
上
と
ト
ラ
ブ
ル
の
回
避
に
最
も
効
果
的
で
あ
る
と
述
べ
て
お

り
、
上
記
規
則
の
よ
う
に
刑
務
所
内
の
医
師
と
受
刑
者
と
の
間
の
好
ま
し
い
社
会
的
関
係
構
築
を
阻
害
す
る
よ
う
な
条
項
に
は
問
題
が
あ

る
。
立
法
目
的
の
趣
旨
に
照
ら
し、

「
保
安
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
話
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
、
そ
の
他
の
会
話
を
一
般
的
に
許
容
す
る

一
医
療

(61
条
他
）

一
部
の
事
項
に
つ
い
て
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刑
事
施
設
視
察
委
員
会
の
設
置

(
7
_
1
0
条）

い
る
現
状
が
あ
り
、
規
範
化
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

(15
)
 

前
で
男
性
に
検
査
さ
れ
る
こ
と
は
、
品
位
を
傷
つ
け
る
取
扱
い
で
あ
る
と
示
さ
れ
た
。

C
P
T
基
準
は
、
女
性
の
場
合
に
限
定
せ
ず
、
受

(16
)
 

刑
者
へ
の
身
体
検
査
は
、
他
の
異
性
の
目
の
届
か
な
い
場
所
に
お
い
て
同
性
の
検
査
官
が
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
新
法

＿―
-
四
条
に
も
以
下
の
と
お
り
女
子
の
被
収
容
者
に
対
す
る
身
体
検
査
の
規
定
が
あ
る
。
「
刑
務
官
は
、
被
収
容
者
に
つ
い
て
、
そ
の
刑
事
施

設
に
お
け
る
収
容
の
開
始
に
際
し
、
そ
の
者
の
識
別
の
た
め
必
要
な
限
度
で
、
そ
の
身
休
を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
必
要
が

生
じ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

2
女
子
の
被
収
容
者
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
に
よ
り
検
査
を
行
う
場
合
に
は
、
女
子
の
刑
務
官
が
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
女
子
の
刑
務
官
が
そ
の
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
男
子
の
刑
務
官
が
刑
事
施
設
の
長
の
指
名
す
る
女
子
の
職

員
を
指
揮
し
て
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
三
四
条

一
項
・
ニ
項
）
」
。

本
条
に
は
以
下
の
問
題
が
あ
る
。
①
男
子
受
刑
者
に
関
す
る
規
定

（男
子
の
被
収
容
者
に
対
す
る
身
体
検
査
を
行
う
刑
務
官
等
の
性
別

に
関
す
る
規
定
）
が
な
い
。
ま
た
、
新
法
及
び

C
P
T
基
準
双
方
に
以
下
の
問
題
が
あ
る
。
②
性
別
適
合
手
術
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
戸

(17
)
 

籍
上
の
性
別
に
よ
り
検
査
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
外
見
上
の
性
別
に
対
す
る
考
慮
規
定
が
な
い
。
③
い
わ
ゆ
る

L
G
B
T
に
関
す
る
考
慮
規

定
が
な
い
。
例
え
ば
同
性
の
刑
務
官
に
検
査
さ
れ
る
こ
と
を
苦
痛
に
感
じ
る
受
刑
者
に
つ
い
て
ど
う
す
る
か
、
と
い

っ
た
問
題
が
あ
る
。

識
別
の
た
め
の
身
体
検
査
に
限
ら
ず
、
受
刑
者
の
身
体
に
触
れ
、
又
は
受
刑
者
の
肉
体
を
直
接
確
認
す
る
者
に
関
す
る
規
定
に
は
受
刑

者
の
外
見
上
の
性
別
や
性
自
認
に
関
す
る
考
慮
が
な
い
か
、
又
は
不
足
し
て
い
る
。
処
遇
の
実
際
は
各
刑
務
所
長
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て

刑
事
施
設
視
察
委
員
会
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表2 刑事施設の長が講じた措置などの件数
998 99● 992 S82 

冨l r-;-;-可に可后
0さら1こ楼騒會棧i1が必要なもの

•＊省l こ伝遠したもD

0捐置を開じた（又12"じる予定のもの）

25 26 27 28 29 （年度）

法務省「刑事施設視察委員会の活動状況について （平成 29年度の活動状

況）」 http://www.moj.go.jp/kyouseil/kyousei08_0009l.htmlより転載 (2019

年1月25日最終確認）

V 

独
立
性
に
は
問
題
が
残
っ
て
い
る
。

C
P
T
は
刑
事
施
設
に
対
す
る
独
立
公
平
な
外
部
監
視
機
関
の
設
置
を
強
く
推
奨
し
て
い
る
。
新

法
十
条
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
刑
事
施
設
視
察
委
員
会
が
広
範
な
議
事
手
続
に
つ
い
て
自
律
的
な
運

営
が
認
め
ら
れ
て
い
る
点
は
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、

委
員
の
任
命
は
法
務
大
臣
が
行
う
等
、
そ
の

と
ま
れ
、
刑
事
施
設
視
察
委
員
会
は
既
に
外
部
機
関
と
し
て
の
実
績
を
残
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

平
成
二
九
年
度
に
全
国
の
刑
事
施
設
視
察
委
員
会
は
七
六

（
委
員
数
は
三
六
七
人
）
あ
り
、
開
催
さ

れ
た
会
議
の
回
数
は
四
五
八
回
、
提
出
さ
れ
た
意
見
は
四
七

一
件
あ

っ
た
。
委
員
の
職
種
は
弁
護
士

や
医
師
、
地
方
公
共
団
体
の
職
員
、
地
域
の
住
民
な
ど
か
ら
成
り
、
処
遇
審
査
会
の
構
成
員
に
比
べ

て
多
彩
で
あ
る
。
同
年
度
中
に
委
員
会
が
行

っ
た
刑
事
施
設
の
視
察
回
数
は
一
七
二
回
、
被
収
容
者

と
の
面
接
件
数
は
五

0
八
件
、
委
員
会
が
刑
事
施
設
の
長
に
対
し
て
提
出
し
た
意
見
の
数
は
四
七

一

(18
)
 

件
で
あ

っ
た
。
委
員
会
の
意
見
を
受
け
て
刑
事
施
設
の
長
が
講
じ
た
措
置
な
ど
の
件
数
は
以
下
の
と

お
り
推
移
し
て
い
る

（表
2
)。
刑
事
施
設
視
察
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
そ
の
結
果
を
含
め
、
中

(19
)
 

長
期
的
に
評
価
し
た
い
。

今
後
の
課
題

本
稿
は
紙
幅
の
関
係
で
、
受
刑
者
の
出
産
と
子
の
養
育
、
受
刑
者
の
調
髪

・
ひ
げ
そ
り
、
宗
教
上

の
儀
式
行
事
及
び
教
誨
等
の
事
項
に
つ

い
て
詳
細
に
触
れ
ら
れ
な
か

っ
た
。
多
く
の
評
価
を
残
し
た
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ま
た
外
部
に
よ
っ
て
第
三
者
評
価
を
な
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

が
、
こ
の
度
の
法
改
正
お
よ
び
新
法
は
、
受
刑
者
の
処
遇
に
つ
い
て
様
々
な
面
か
ら
再
検
討
し
、
権
利
義
務
の
範
囲
を
明
確
化
し
、
受
刑

者
に
人
権
が
あ
る
こ
と
を
明
記
し
た
点
で
評
価
出
来
る
。
国
際
法
や
国
際
化
の
流
れ
も
一
定
範
囲
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

監
獄
法
に
比
較
す
る
と
大
幅
に
進
歩
し
て
い
る
。
今
後
は
、
刑
務
所
行
政
に
お
け
る
全
体
的
な
秩
序

・
制
度
の
維
持
と
、
受
刑
者
が
人
と

し
て
も
つ
権
利
の
保
障
と
を
よ
り
精
緻
に
比
較
衡
量
し
、
受
刑
者
の
処
遇
改
善
を
図
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
例
え
ば

C
P
T
基
準
の
よ
う
な
、
既
に
確
立
さ
れ
た
国
際
基
準
を
参
照
す
る
こ
と
は
有
用
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
、
こ
の
度
の
行
刑
改
革
に
よ
り
大
幅
な
法
改
正
が
な
さ
れ
た
後
も
、

C
P
T
基
準
と
比
較
す
る
と
、
或
い
は
比
較
す
る
ま
で
も

な
く
、
未
だ
改
善
を
要
す
る
事
項
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
歓
迎
す
べ
き
諸
点
に
も
課
題
が
の
こ
る
。
前
述
し

た
が
、
服
役
中
の
態
度
に
よ

っ
て
、
嗜
好
品
の
支
給
、
面
会
の
時
間
・
回
数
等
の
増
加
な
ど
の
様
々
な
特
典
を
付
与
又
は
剥
奪
す
る
優
遇

措
置
の
導
入
に
は
危
惧
が
残
る
。
優
遇
措
置
の
指
定
剥
奪
を
お
そ
れ
て
不
服
申
立
を
あ
き
ら
め
る
と
い

っ
た
、
本
旨
で
な
い
事
態
を
招
く

危
険
性
が
な
お
あ
る
。
友
人
・
知
人
と
の
面
会
に
際
し
て
も
、

「受
刑
者
の
更
生
保
護
に
関
係
の
あ
る
者
、
受
刑
者
の
釈
放
後
に
こ
れ
を
雇

用
し
よ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
面
会
に
よ
り
受
刑
者
の
改
善
更
生
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
」
者
に
限
る
と
の
、
ま
た
電
話
通
信
が
許
さ

れ
る
場
合
は
「
そ
の
者
の
改
善
更
生
又
は
円
滑
な
社
会
復
帰
に
資
す
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
相
当
と
認
め
る
と
き
」
に
限
る
と
の
条
件

が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
本
来
褒
賞
で
あ
る
筈
の
電
話
通
信
が
許
さ
れ
る
処
遇
段
階
に
達
し
た
時
に
は
既
に
年
月
が
経
過
し
て
お

り
、
電
話
を
か
け
る
相
手
が
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
実
効
性
に
か
か
わ
る
話
も
伝
え
聞
く
。
法
改
正
の
事
実
の
み
を
見
る
の
で
は
な
く
、

刑
事
施
設
の
恣
意
的
な
判
断
が
排
除
さ
れ
て
い
る
か
、
真
に
受
刑
者
の
改
善
更
生
に
資
す
る
内
容
で
あ
る
か
、
内
部
に
よ
り
自
己
評
価
し
、

受
刑
者
は
「
自
由
を
奪
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
事
実
を
も
っ
て
既
に
罰
を
受
け
て
お
り
、
本
来
、
服
役
中
の
権
利
義
務
関
係
は
、
受
刑

者
の
人
格
の
自
由
を
最
大
限
に
認
め
る
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
日
本
の
行
刑
制
度
に
も
こ
の
よ
う
な
精
神
が
受
け
容
れ
ら
れ
、
定
着
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